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　本研究では、BGM として高揚気分（elated mood）を誘導する音楽、抑鬱気分（depressed mood）を誘導する音楽、
および統制条件としての音楽なしという 3 条件が、大学生による４桁÷２桁の計算課題の遂行に及ぼす影響につい
て検討した。その際、認知的側面である作業量と情意的側面である作業に対する印象・感想に注目し、さらに短時
















































































































































































































































































































は、3 桁÷ 2 桁で 18 分 16 秒、4 桁÷ 2 桁で 19 分 10
秒であった。逆にもっとも短い時間は、3 桁÷ 2 桁で
11 分 44 秒、4 桁÷ 2 桁で 10 分 15 秒であった。平均
時間は、3 桁÷ 2 桁で約 15 分、4 桁÷ 2 桁で約 17 分
となっていた。これらの結果から、計算課題で苦痛を




÷ 2 桁で約 52 問、4 桁÷ 2 桁で約 37 問であった。当
然ではあるが、やはり 4桁÷ 2桁の方が 3桁÷ 2桁よ
りも難しい。なお、3 桁÷ 2 桁を行った中には 60 問
すべて回答した被験者もいた。























































のためのアダージョ　ト短調」が 7分 19 秒であった。
どちらの音楽も本試行中は繰り返して提示した。提示








































　7 分 30 秒間の計算課題の作業量である平均回答数
は EL 条件が 20.64 問、DP 条件が 18.00 問、CL 条件が













条件と CL 条件の間、および DP 条件と CL 条件の間に
は 1% 水準で有意な差が認められたが、EL 条件と DP
条件の間に有意な差は認められなかった。平均値をみ





小有意差法による多重比較によれば、EL 条件と DP 条
件の間に 1％水準で有意な差が認められたが、EL 条件
と CL 条件の間、および DP 条件と CL 条件の間に有意
な差は認められなかった。平均値をみると、高揚的音
楽よりも抑鬱的音楽の方が作業を落ち着いてできたこ






有意差法による多重比較によれば、EL 条件と DP 条件
の間に 1％水準で有意な差が認められたが、EL 条件と










条件の間に 5％水準で、DP 条件と CL 条件の間には 1





























































































EL 条件が 39.64 問、DP 条件が 44.09 問、CL 条件が






















有意差法による多重比較によれば、DP 条件と EL 条件
の間、および DP 条件 CL 条件の間にそれぞれ 5％水準













有意差法による多重比較によれば、EL 条件と DP 条件







小有意差法による多重比較によれば、EL 条件と CL 条



























　つぎに実験 1 と実験 2 における作業時間の違いが、
作業に対する印象に与える影響について検討する。こ
こでは実験 1（短時間課題）での EL 条件と DP 条件を
それぞれ S-EL 条件と S-DP 条件、また実験 2（長時間
課題）における EL 条件と DP 条件をそれぞれ L-EL 条
件と S-DP 条件とよぶことにする。
　まず最初に高揚的音楽を聞いた S-EL 条件と L-EL 条
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付記
　本論文は、菅の指導のもとで岩本が行った卒業業績
のための実験および論文をもとにして、菅が加筆・修
正により再構成したものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
計算課題の遂行に及ぼすＢＧＭの影響について
